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油圧マルチシリーズ専用

圧縮アタッチメント／Tダイス
EZ9X302／EZ9X310～EZ9X319 ご使用方法

指定の付属品やアタッチメントを使用してください。
● この説明書に記載されている付属品やアタッチメント以外のものは
使用しないでください。

■ 圧縮アタッチメント（専用収納ケース付き）　EZ9X302

■ Tダイス（別売）

■ Tダイスと電線組み合わせ表

ヘッドB

固定ピン

ヘッドA

プランジャー

Tダイス（別売）

専用収納ケース

（例） 圧着ダイスを
はずす場合

注意：Tダイスの取り付け方向に向きはありません。

Tダイス 品番
Tダイス20 EZ9X310
Tダイス26 EZ9X311
Tダイス44 EZ9X312
Tダイス60 EZ9X313
Tダイス76 EZ9X314
Tダイス98 EZ9X315
Tダイス122 EZ9X316
Tダイス154 EZ9X317
Tダイス190 EZ9X318
Tダイス240 EZ9X319

圧縮アタッチメント：準備（つづき）
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圧縮するT形コネクタに合ったダイスを選定する
● 誤った組み合わせにするとダイス破損のおそれがあります。
● 「■ Tダイスと電線組み合わせ表」を参照

圧縮アタッチメントにTダイスを取り付ける
 Tダイスを、ヘッドAの
プランジャー部と
ヘッドBに取り付ける

位置合わせマークで合わせながら
電池パックを取り付ける
 注意： 黄／赤ラベルが見えなくなるまでスライドして固定し、

はずれないことを必ず確認してください。

本体から
圧着ダイス、またはケーブルカッター刃をはずす

本体に圧縮アタッチメントを
取り付ける
脱着ピンが突き当たるまで
確実に差し込む

引く

脱着ピン

ヘッドB

ヘッドAの
プランジャー部

圧縮アタッチメント：準備

警告
● 使用前に、本体、圧縮アタッチメント、その他の部品に損傷
（傷、割れ、著しいサビなど）がなく正常に作動することを確認する。
守らないと破損などによりけがをするおそれがあります。
異常が認められた場合は、直ちに交換してください。

● 指定のT形コネクタ以外には使用しない。
圧縮不良で火災などの原因になります。

● 圧着器、ケーブルカッター本体の2本の脱着ピンは確実に差し込む。
● 用途以外に使用しない。
● 改造はしない。また、分解したり修理をしない。
けがのおそれがあります。

● 高所作業のときは下に人がいないことをよく確かめる。
材料や本体などの落下による事故のおそれがあります。

作業中のご注意
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押し込む押し込む

圧縮アタッチメント：作業

警告
● 作業中は圧縮アタッチメント
および可動部に触れない。
● 人に向けて絶対に使用しない。
けがのおそれがあります。

● 通電中の電線には使用しない。
感電のおそれがあります。

カラ押し操作（部材を入れない状態
での圧縮動作）はしないでください。
本体の寿命に影響します。
（ 本体を長くお使いいただくために
も定期点検以外はカラ押し操作は
しないでください。）
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本線にT形コネクタをセットし、
圧縮アタッチメントを取り付ける
固定ピンが突き当たるまで確実に差し込む

T形コネクタに刻印されている圧縮位置で
圧縮できるように位置合わせをしたあと、
スイッチを軽く引き込んでT形コネクタを
仮押さえする
● TダイスがT形コネクタのかしめ位置の
中央にあたるように保持してください。

仮押さえしたT形コネクタに分岐線を差し込む
● 分岐線の心線が、T形コネクタの差し込んだ側の他方からわずかに
見える位置まで差し込んでください。

リリースレバーを押し込み、Tダイスを戻す
● Tダイスの動きが止まったらリリース完了です。
リリースレバーを離してください。

フックを引きながら
電池パックを本体前方にスライドさせて、
電池パックをはずす
● 電池パックを本体から取りはず
したら電池端子部分への
ちり・ほこりの付着防止の
ため、すみやかにパック
カバーを取り付けてください。

スイッチを引き込んで圧縮を行う
● スピードコントロールを使わず、スイッチを最後まで引き込んで
ください。
● ポンプが規定の圧力に達すると「ポン」と確認音が鳴り圧縮完了です。
繰り返しても圧縮効果は変わりません。

警告
操作を続けても「ポン」と確認音が鳴らないときは、一旦作業を
中止し電池パックを充電してください。
充電後、作業を再開しても圧縮完了を示す確認音（「ポン」）が
鳴らないときは故障のおそれがあります。
ただちに修理をご依頼ください。

● T形コネクタに刻印のある箇所のすべてを圧縮してください。

圧縮アタッチメント：作業終了

能　力

1 ヘッドBを開いて、圧縮したT形コネクタを取りはずす
コネクタを取り外したあとは、ヘッドBを閉じる
（固定ピンで取り付ける）

フック

1回のフル充電による使用能力（EZ9L45使用時／周囲温度20 ℃）
● 数値は目安です。電池パック性能の経時変化、電線・T形コネクタの種類に
より、多少変動します。
● 電池パック EZ9L42の使用能力は容量の違い等により、EZ9L45比で
約33％相当となります。

■ 仕様

圧
縮
作
業
回
数

Tダイス122
（100 mm2 + 22 mm2） 約190回

Tダイス154
（100 mm2 + 38 mm2） 約180回

Tダイス240
（100 mm2 + 100 mm2） 約170回

寸法（単位：mm） 全長134 × 全高92 ×幅69
質量（重量） 1.45 kg

刻印

本線

分岐線

本線

右側面
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